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「東アジアの成長と福井県」データ集
（東アジアの現状、本県と東アジアの関わり）
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第１回将来ビジョン検討会議
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2.03.04.0

東アジアの人口は今後も増加。2020年には35億人、2030年には37.1億人となり、2005年に比べ6億人
（19.3%）増加。 ※世界人口に占める割合は45％前後で推移

※東アジアの国・地域は、日本、中国、香港、マカオ、
台湾、韓国、シンガポール、タイ、フィリピン、
インドネシア、マレーシア、ベトナム、インドとする。

◆東アジアの現状
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２００５年
３１．１億人

２０３０年

３７．４億人

（世界人口は83億人）
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年平均
人口増加率
（％）

年平均
人口増加率

（％）
高齢化率（％）

2010～2020 2010～2030 1980 2000 2005 2020 2030

日 本 -0.26 -0.38 9.1 17.2 19.9 28.5 30.8

NIES

韓 国 0.20 0.07 3.9 7.3 9.3 15.4 23.2

台 湾 9.6

香 港 0.89 0.79 6.5 11.0 12.2 18.0 26.3

シンガポール 0.79 0.64 4.7 7.2 8.5 17.9 27.5

中 国 0.57 0.4 4.7 6.8 7.6 11.7 15.9

ＡＳＥＡＮ４

タ イ 0.48 0.39 3.8 6.3 7.1 10.6 15.3

マレーシア 1.47 1.32 3.7 3.9 4.4 7.1 10.4

インドネシア 0.93 0.84 3.5 4.9 5.5 7.5 10.7

フィリピン 1.72 1.64 3.2 3.5 3.9 5.7 7.6

ベトナム 1.01 0.92 4.8 5.6 6.2 10.9 12.4

インド 1.26 1.11 3.6 4.3 4.6 6.3 8.4

ロシア -0.35 -0.41 10.2 12.4 13.8 15.4 19.4

USA 0.90 0.82 11.2 12.4 12.4 16.1 19.8

世 界 1.11 1.01 5.9 6.8 7.3 9.3 11.7

人口増加率・高齢化率

出典：United Nations,World Population Prospects:The 2008 Revision

今後、東アジア各国は急速に高齢化社会を迎える。
2020年には東アジアの高齢者は約3.4億人になると予測。2005年の約2.1億人に比べ、約1.3億人（62%）増加。
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韓国

マレーシア

フィリピン

○人口ボーナス・・・生産年齢人口の割合の高さが
経済発展を後押しする作用

○人口ボーナスの終点
日本：1990～1995年（バブル崩壊の時期とほぼ一致）
韓国・台湾などのＮＩＥＳ、中国、タイ：2010～2015年

東アジア諸国の人口ボーナスの時期
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0.51.01.5

中国の人口ボーナスは、2010～2015年に終期を迎える。
しかし、巨額の外資流入に加え、農村部の過剰労働力を効果的に吸収することにより、この期間を超えて人口
ボーナスの効果を享受できる可能性もある。（2007.5 日本総研 アジア・マンスリー）
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0.51.01.5

インドの人口は、2030年には15億人を突破し、世界第1位になる見通し。
人口ボーナスによる内需の拡大で、益々経済が発展することが予測。
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ＧＤＰ成長率の推移（％）

2004 2005 2006 2007 2008
平均

（2004～2008）

中 国 10.1 10.4 11.6 13.0 9.0 10.8

台 湾 6.2 4.2 4.8 5.7 0.1 4.2

韓 国 4.6 4.0 5.2 5.1 2.2 4.2

タ イ 6.3 4.6 5.2 4.9 2.6 4.7

インドネシア 5.0 5.7 5.5 6.3 6.1 5.7

ベトナム 7.8 8.4 8.2 8.5 6.2 7.8

インド 7.9 9.2 9.8 9.4 7.3 8.7

日 本 2.7 1.9 2.0 2.3 －0.7 1.6

アメリカ 3.6 2.9 2.8 2.0 1.1 2.4

ＥＵ 2.6 2.2 3.4 3.1 1.1 2.4

ロシア 7.2 6.4 7.7 8.1 5.6 7.0

主な東アジア諸国のＧＤＰ成長率（２）

出典：ジェトロ、ＩＭＦ資料

東アジア諸国のGDPは高成長を維持。特に、中国、インド、ベトナムの成長が顕著。
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東アジアからの訪日旅行者数は年々増加し、全訪日旅行者数の4分の3（73.7%）を占める。（2008）
※総数835万人

※本表では、中国、香港、台湾、韓国、タイ、シンガポール、フィリピン、マレーシア分を集計した。
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（億円）

（億円）

東アジアとの貿易額は、90年代後半の一時期を除き増加傾向。全体の45％を占める。（2008年）
・我が国の貿易総額約160兆円のうち72兆円を占め、東アジアは日本最大の貿易相手。
・中国は2007年から日本最大の貿易相手国。（27.8兆円、総額の17.4%）
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東アジアからの対日直接投資残高の推移
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出典：UNCTAD World Investment Report

経済産業省「通商白書2009」

（年）

東アジアからの対日直接投資残高は、2003年以降、年々増加。1997年からの10年間で約3.7倍の約2兆6千億ドル。
これは、世界全体の対日投資残高の1/6を占める。
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投資先都道府県別 東アジアからの対日投資件数

2006 2007 2008 計 備 考

北海道 2 2 韓国（1）、香港（1）

埼玉県 2 2 韓国（2）

東京都 18 30 18 66
シンガポール（19） 、韓国（16）、香港（13）、中国（5）、
台湾（4）、タイ（3）、マレーシア（3）、インド（2）、
ブルネイ（1）

神奈川県 3 2 1 7
台湾（4）、中国（1）、香港（1）、

シンガポール（1）

新潟県 1 1 韓国

長野県 1 1 2 4 中国（2）、シンガポール（1）、香港（1）

静岡県 1 1 中国

大阪府 3 5 2 10
中国（3）、シンガポール（2）、インド（2）
韓国（1）、台湾（1）、香港（1）

岡山県 1 1 韓国

福岡県 1 1 韓国

長崎県 2 2 韓国

宮崎県 1 1 香港

合 計 27 44 26 97

出典：内閣府「直近の対日投資企業の動向に関する調査研究 報告書」

※投資…対日本企業へのM&A、対外国企業日本法人へのM&A、日本法人の新設

東アジアからの対日投資は東京都に集中。中でも韓国（24件）やシンガポール（23件）からの投資が多い。



1717

922

1084

1386

1353
1218

1177

904

967

414

263302305
393

321 318 302303

283267264
214

216241
279

126
188 135170174169 138 126

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

福井県の輸出額の推移

（年）

（億円）

東アジア

出典：福井県「福井県の貿易」

◆福井県と東アジアの関わり

福井県の輸出額は、東アジア向けが年々増加。輸出総額2058億円の3分の2（67.3%の1386億円）を
占める。（2007年）
中でも、中国は東アジア全体の約5割（48%の662億円）を占める。（2007年）

アメリカ

欧州

その他
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輸出額

（億円）

構成比

（％）
主な仕向け地および輸出額（億円）

繊 維 674 32.8 ①中国334 ②香港76 ③ｱﾗﾌﾞ首長国連邦37 ④韓国30 ⑤ﾍﾞﾄﾅﾑ19

機 械（輸送機械除く） 562 27.3 ①中国140 ②米国94 ③ﾏﾚｰｼｱ89

眼 鏡 257 12.5 ①米国94 ②ﾄﾞｲﾂ48 ③香港20 ④韓国19 ⑤ﾌﾗﾝｽ14

化 学 287 14.0 ①中国125 ②韓国49 ③ﾀｲ25

（小 計） 1,780 86.6

その他 278 13.4

合計額 2,058 100

県内企業の輸出状況

県内企業の地域（国）別輸出額
および割合（２００７年）２，０５８億円

県内企業のアジア地域への国別輸出額
および割合（２００７年）１，３８６億円

出典：福井県「福井県の貿易」

その他
42億円
2%

中近東
75億円
4%

アジア
1,386
億円
67%

欧州
283億円
14%

北米
272億円
13%

中国

662億円

48%

韓国
140億円

10%

その他

134億円

10%
フィリピン

82億円

6%

マレーシア

115億円

8%
タイ

124億円

9%

香港

129億円

9%

品目別輸出額（２００７年）

項目
品目

※アジアの国・地域は、中国、香港、マカオ、台湾、韓国、シンガポール、
タイ、フィリピン、インドネシア、マレーシア、ベトナム、インドとする。
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福井県の輸入相手は、東アジアが全体の56%を占め、中国が東アジアの72%（424億円）を占める。（2007年）

その他

欧州

アメリカ
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県内企業の輸入状況

東アジア
589億円

56%

オセアニア

86億円
8%

北米

139億円
13%

その他

81億円
8%

欧州

164億円
15%

中国

424億円

72%

インドネシ

ア

23億円

4%

マレーシア

16億円

3%

その他

54億円

9%

タイ
72億円

12%

県内企業の地域（国）別輸入額
および割合（２００７年）１，０５９億円

輸入額

（億円）

構成比

（％）
主な輸入相手国および輸入額（億円）

化学品 264 24.9 ①中国182 ②ｶﾅﾀﾞ57 ③ﾄﾞｲﾂ7 ④韓国5 ⑤米国4

卑金属 367 34.7 ①ﾛｼｱ88 ②ｵｰｽﾄﾗﾘｱ86 ③南ｱﾌﾘｶ79

機 械（輸送機械除く） 157 14.8 ①ﾀｲ59 ②中国44 ③ﾄﾞｲﾂ16

繊 維 115 10.9 ①中国86 ②ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ18 ③ﾄﾞｲﾂ7

眼 鏡 46 4.4 ①中国36 ②香港4 ③ﾄﾞｲﾂ3

（小 計） 931 89.7

その他 128 10.3

合計額 1,059 100

品目別輸入額（２００７年）

出展：福井県「福井県の貿易」

項目
品目

県内企業のアジア地域への国別輸入額
および割合（２００７年）５８９億円

※アジアの国・地域は、中国、香港、マカオ、台湾、韓国、シンガポール、
タイ、フィリピン、インドネシア、マレーシア、ベトナム、インドとする。
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県内企業の海外拠点数の推移

出典：2008 福井商工会議所アンケート

2002 2005 2008
増減

（2005→2008）
割合

（2008）

東アジア 143 171 211 40 80.2％

中国（香港含む） 105 126 158 32 60.1％

タイ 15 18 19 1 7.2％

韓国 8 7 7 1 3.0％

アメリカ 25 25 25 0 9.5％

欧州 17 16 20 4 7.6％

ロシア 1 1 2 1 0.8％

その他 7 7 7 0 2.7％

計 192 219 263 44 100.0％

県内企業の海外拠点の80％は、東アジアが占めている。
東アジアの中でも、中国への進出拠点数が全体の60%を占めている。
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円/ドルレート平均値は財務省統計より

県内企業の進出時期別 東アジア進出状況

県内企業の東アジア進出は、プラザ合意（1985年）以降、徐々に増加。
1990年代中頃の超円高を背景に概ね10社前後の水準で推移。
2002年には過去最高の21社が進出。その後は増減を繰り返し、2007年には一桁台に。

（円）

円/ドルレート
年平均値

プラザ合意

バブル崩壊の始まり
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業 種 地域数（地域） 構成比（％）

繊 維 62 28.5

機械・金属 35 16.6

眼鏡、精密機械 34 16.1

化 学 27 12.8

電子機器 22 10.4

農業漁業・食品 6 2.8

プラスチック 4 1.9

紙、木材、家具 3 1.4

情報・ソフトウェア 2 0.9

建 設 1 0.5

その他 15 7.2

計 211 100

県内企業の業種別 東アジア進出状況

出典：2008 福井商工会議所アンケート

東アジアへの進出企業を業種別にみると、「繊維」関連企業が62地域で最も多い。
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鹿児島県
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福島県
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京都府
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北海道

大阪府

東京都

都道府県別外国人延べ宿泊者数（2008年）

出典：観光庁「平成21年版 観光白書」

750

（万人泊）

福井県は2万人泊で、石川県（16万人泊）の1/8、富山県（9万人泊）の1/5

全体の50％
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区分 福井大学
福井県立

大学
福井工業

大学
仁愛大学

敦賀短期
大学

福井工業
高等専門

学校

専門学校
ｱｲﾋﾞｰ
ﾋﾞｼﾞﾈｽ
ｶﾚｯｼﾞ

大原情報
ﾋﾞｼﾞﾈｽ

専門学校
福井校

合計

中 国 148 38 2 2 21 3 214

マレーシア 39 1 4 44

大韓民国 4 7 1 1 13

バングラデシュ 8 1 9

インドネシア 6 1 7

タ イ 3 3

モンゴル 1 1 2

台 湾 3 3

フィリピン 4 2 6

ベトナム 9 4 13

カンボジア 1 1 2

ミャンマー 2 2

インド 2 2

パキスタン 1 1

ラオス 1 1 2

計 232 46 3 0 5 8 26 3 323

国別県内留学生数（東アジア）

出典：福井県留学生交流推進協議会調べ
福井県国際・マーケット戦略課「福井県の国際化の現状」

2008年10月1日現在

（人）

※若狭湾エネルギー研究センターへの留学生
2008年：1名（ベトナム）、2009年：1名（スリランカ）

県内の東アジアからの留学生は323人で、中国が214人と全体の66%を占めている。
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海外航空路

定期コンテナ航路

釜山港
（３便/週）

敦賀港

ソウル
（1往復/日）

小松空港（石川県）

上海（1往復/日）

台北（1往復/日）

福井県から東アジアへの空路、
コンテナ航路

26

福井県から東アジアへの空路は、石川県の小松空港
から韓国（ソウル）、中国（上海）、台湾（台北）
へ1日1往復。
コンテナ航路は、敦賀港から韓国（釜山港）へ週3便
運行。



2727

福井県の交通インフラ整備（１）

北陸新幹線
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福井県の交通インフラ整備（２）

中部縦貫自動車道は、長野県松本市を起点に飛騨、美濃、福井県嶺北地方の山岳地帯を通り、福井市に至る延長約160kmの
一般国道の自動車専用道路。2012年度に勝山IC・大野IC間（7.8km）が開通する予定。

舞鶴若狭自動車道は、中国自動車道の吉川ジャンクションから分岐し、福知山市、舞鶴市、小浜市を経て敦賀市の北陸自
動車道に至る、延長約160kmの高速自動車国道。2014年度に小浜IC・敦賀JCT間が開通する予定。

中部縦貫自動車道、舞鶴若狭自動車道
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敦賀港取扱貨物量の推移

千トン

16,82717,209 17,094 17,559

15,426

出典：福井県企業誘致課調べ

敦賀港の取扱貨物量は、近年1,700万トンで推移。
しかし、2008年度の取扱貨物量は1,542万トンで、前年に比べ約213万トン（約13%）減尐。
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敦賀港取扱貨物内訳（2008）

貨物量（千トン） 貨物量（千トン）

内 貿 12,222 外 貿 3,204

フェリー 8,846 石 炭 2,856

ＲＯＲＯ船 1,908 その他 348

その他 1,468

取扱貨物量（2008） １５，４２６千トン

出典：福井県企業誘致課調べ

敦賀港の取扱貨物の内訳は、フェリー、RORO船による内貿貨物が多く、これらで全体の約70%を占める。
その他の品目では石炭が約2割を占めている。

港湾名
内貿 外貿 合計

（千t） 割合（%） （千t） 割合（%） （千t）

秋田港 5,679 71.6% 2,249 28.4% 7,928

新潟港 15,617 48.7% 16,454 51.3% 32,071

直江津港 1,613 65.5% 850 34.5% 2,463

伏木富山港 2,878 25.1% 8,606 74.9% 11,484

金沢港 2,537 77.9% 719 22.1% 3,256

舞鶴港 6,388 67.0% 3,140 33.0% 9,528

境港 1,957 47.6% 2,153 52.4% 4,110

※日本海側港湾の貨物取扱量（2008）
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輸入 41 244 295 266 583 1,456 1,304 2,057 3,851 5,339 6,445 9,179 10,880 9,240 7,783 6,621 5,194 3,712 3,574

輸出 31 434 730 1,594 1,427 3,172 2,812 2,467 2,365 2,180 2,587 2,995 3,537 4,402 4,300 4,859 2,910 1,843 2,426

総合計 72 678 1,025 1,860 2,010 4,628 4,116 4,524 6,216 7,519 9,032 12,174 14,417 13,642 12,083 11,480 8,104 5,555 6,000

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

敦賀港コンテナ取扱実績

TEU

出典：（社）敦賀港貿易振興会まとめ

TEU

敦賀港のコンテナ貨物量は、中国航路の休止等の影響で2002年の14,417TEUをピークに減尐。
2008年は6,000TEUと、前年比８％の増加。
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品目
2004 2005 2006 2007 2008

隻数 隻数 隻数 貨物量 隻数 貨物量 隻数 貨物量

輸

入

アルミ 45 36 49 70,183 43 62,235 35 64,482

石炭 5 7 6 73,501 6 86,105 9 78,841

肥料 1 1 3 2,257 1 2,510 1 1,506

製材 0 0 4 2,819 34 25,127 14 10,239

建屋材 0 0 2 863 0 0 0 0

埋立て石 2 0 0 0 0 0 0 0

澱粉 0 0 0 0 0 0 6 5,999

風車資材 0 0 0 0 0 0 0 0

輸

出

金属くず 8 22 28 58,978 25 53,228 22 43,325

中古車 17 32 103 25,617 114 31,428 131 41,091

重機 0 1 0 0 0 0 0 0

そ
の
他

イベント 0 2 0 0 1 - 0 0

合計 78 101 195 234,218 224 260,633 218 245,483

福井港の品目別外航船入港隻数

※品目別入港隻数は、延べ数（同一船により複数の品物が輸出入される場合がある）

単位：隻/トン

出典：福井県企業誘致課調べ

2005年4月の関税法上の開港指定を受け、06年の実績は倍増。08年は218隻と07年に続き2年連続で200隻を突破。
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東アジアの原子力発電の現状

国・地域 運転中 建設中 計画中 合 計

韓 国 20 6 2 28

中 国 11 13 13 37

台 湾 6 2 8

インドネシア 4 4

ベトナム 1 1

タ イ
2020年までの
導入を計画

日 本 53 4 12 69

合 計

※（ ）内は世界計

90
（432）

25
（52）

32
（66）

147
（550）

（基）

2009年1月1日現在

出典：（社）日本原子力産業協会「世界の原子力発電開発の動向2009年版」

東アジアで建設中の原子力発電所は25基。世界全体で建設中（52基）の約半数を占めている。
また、計画中のものについても32基と、全体（66基）の約半数を占めている。


